






















※ 

第 

３ 

回 

推 

進 

会 

議 

で 

お 

示 

し 

し 

ま 

す 

【基本理念】

１）誰もがスポーツに楽しめる環境づ

くり 

＜スポーツをする・つづける＞

２）スポーツの魅力に触れることがで

きる環境づくり 

＜スポーツをみる・たのしむ＞

 子どものスポーツ活動機会の充実

【重点】 

 ライフステージに応じたスポーツ

活動の推進 

 多様な人が楽しめるスポーツ活動

の推進 

 スポーツ施設の適切な管理運営及

び計画的改修

３）スポーツ活動を支える体制づくり 

＜スポーツをささえる・スポーツに

かかわる＞

 DX を活用したスポーツの情報発

信【重点】 

 競技スポーツの支援 

 スポーツ大会の開催支援 

トップアスリートとの交流

 スポーツ団体等の組織強化・活動

への支援【重点】 

 スポーツ団体等と連携した指導者

の確保・育成 

 総合型地域スポーツクラブの設

立・育成支援 

 民間企業との連携（民間活力の活

用） 

【基本目標】（案）

重点化
1)- へ

継承展開
1)- へ 

継承展開
1)- へ

継承展開
1)- へ

継承展開
2)- ・2)- へ

継承展開
2)- へ

継承展開
3)- へ

継承展開
3)- へ 

新規項目

新規項目

４）スポーで賑わうまちづくり 

＜スポーツであつまる・つながる＞ 

 スポーツを通じた交流人口の拡大

【重点】 

 DX を活用した交流の促進 

 スポーツを通じた地域コミュニテ

ィの活性化  

継承展開
4)- へ

継承展開
4)- へ

新規項目

新規項目

継承展開
4)- へ

継承展開
1)- へ

現行のスポーツ推進計画と時期スポーツ推進計画の比較 

現行計画（第１期計画） 次期計画（第２期計画） 

継承展開
1)- へ

継承展開
1)- へ

継承展開
1)- へ

第２期一関市スポーツ推進計画は、直近の国・県の計画を参考とし、本市の最上位計画である「一関市総合計画」と整合性を図りながら、第１期計画の施策の成果の検証結果と
市のスポーツを取り巻く現状と課題を踏まえ、第１期計画の目標及び施策を継承・展開しつつ、令和８年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）までの期間において本市
のスポーツ施策を総合的・計画的に推進するための計画です。

スポーツに対する関わり方で項目分け

【基本施策】（案）

種目別競
技協会の
組織強化
を重点化 
3)- へ

継承展開
3)- へ 
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一関市スポーツ推進計画（令和３年度～令和７年度）の取組状況と評価 

[基本目標１]生涯を通じたスポーツの推進 

<基本施策１>スポーツに親しむ機会の創出 

【取組状況】 

・スポーツ施設の指定管理者である市スポーツ協会が、指定管理業務としてスポーツ・レクレ

ーション普及事業や市民が気軽に楽しむことができる各種スポーツ教室を開催した。 

・ＰＴＡ活動や高齢者教室、地域行事へスポーツ推進委員を派遣した。 

【評価】 

・各種スポーツ教室を開催しているが、指標としている「市民のスポーツ実施率」は市民アンケ

ート調査の結果では目標値に達していない。また、市民がスポーツ活動に取り組むきっかけ

となる情報発信が十分ではないことから、スポーツに関する情報発信を強化するとともに引

き続き市民誰もがライフステージに応じて気軽にスポーツを親しめる環境整備に取組む必要

がある。 

<基本施策２>子どものスポーツ活動機会の充実 

【取組状況】 

・種目別競技協会と連携し、スポーツ体験教室を開催した。 

・小学生を対象とする各種イベントを開催し、スポーツ活動機会を創出した。 

【評価】 

・子どもが様々なスポーツを体験できる機会が不足している。幼児期・学童期からスポーツに

触れることが生涯にわたるスポーツ習慣につながることから、更なる取組みが必要である、 

<基本施策３>高齢者のスポーツ活動の推進 

【取組状況】 

・令和６年度からは、全国大会等出場シニア応援金を創設し、高齢者のスポーツ活動推進に一

層努めた。 

【評価】 

・シニア世代からの要望もあり、新たに創設した応援金制度は、高齢者のスポーツ活動へのモ

チベーションの一つとなっていることから、取組みを継続していく必要がある。 

<基本施策４>障がい者のスポーツ活動の推進 

【取組状況】 

・市体育協会、市スポーツ推進委員協議会と連携し、障がいの有無や年齢に関わらず気軽に参

加できるニュースポーツ大会を開催した。 

【評価】 

・誰でも参加できるニュースポーツ大会を開催しているものの、障がい者の参加は多くないこ

とから、スポーツを通じた共生社会の実現のためにも、今後は市パラスポーツ協会との連携を

深めた取組みを進めていく必要がある。 

<基本施策５>スポーツ推進委員の活動促進 

【取組状況】 

・スポーツ推進委員を各種研修会へ派遣し、資質向上を図るとともに、その活動についての周

知を行った。 

【評価】 

・スポーツ推進委員の派遣数は年々増加傾向にあり、今後も地域行事等にスポーツ推進委員を

積極的に派遣し、市民がスポーツに親しむ機会を増やしていく。 

[基本目標２]競技スポーツの推進 

<基本施策１>競技力の向上 

【取組状況】 

・トップアスリート育成強化支援選手を延べ 12 人（令和３年度～令和７年度）認定し、支援し
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た。 

・市内の小中高校生が東北大会規模以上の競技会に岩手県代表または東北地区代表として出場

する際に支援した。 

・市体育協会が主催する著名なスポーツ関係者による講演会やスポーツセミナーなどの開催を

支援した。 

【成果】 

・岩渕麗楽選手や菊地心和選手など、トップアスリート育成強化支援認定選手が国際大会で活

躍しており、一定の成果を上げている。また、全国大会へ出場する児童生徒の数も増加傾向に

あり、取組みの成果として捉えている。競技スポーツの推進については、市民のスポーツへの

興味・関心を高め、スポーツ活動の推進につながることから、取組みを継続していく必要があ

る。 

<基本施策２>各種大会の開催・支援 

【取組状況】 

・一関国際ハーフマラソン大会、花泉マラソン大会「瀬古杯」の開催を支援した。 

・市体育協会と連携して、種目別競技協会が主催するスポーツ大会の開催を支援した。 

【評価】 

・各種大会の開催は、市民の競技力向上に結び付くことから、更なる競技力向上のため、支援を

継続していく必要がある。 

[基本目標３]スポーツ団体等の育成・支援 

<基本施策１>市体育協会等スポーツ団体の支援 

【取組状況】 

・本市のスポーツ推進の中核的役割を担う市体育協会の事業及び運営に要する経費に対し補助

し、生涯スポーツの推進及び競技力の向上に努めた。 

・市体育協会と連携し、種目別競技協会や地区体育協会を支援し、競技力の向上、選手強化、地

域住民のスポーツ活動の推進に努めた。 

【評価】 

・種目別競技協会会員の高齢化や新規会員の確保が難しいという声が多い。各競技の普及及び

競技力向上に競技協会は重要な役割を担っているため、その組織強化のための支援や各種目

の体験教室など各競技を広く知ってもらう取組みが必要である。 

<基本施策２>スポーツ少年団の活動支援 

【取組状況】 

・市体育協会と連携し、スポーツ少年団への運営や指導者資格取得更新に対して補助し、スポ

ーツ少年団の活動を支援した。 

【評価】 

・少子化により団員数は減少傾向にあるが、子どものスポーツ環境の維持のため、支援の継続

が必要である。 

<基本施策３>総合型地域スポーツクラブの設立・育成支援 

【取組状況】 

・新たな総合型地域スポーツクラブの設立はなかった。 

【評価】 

・部活動の地域展開などで総合型地域スポーツクラブの役割が重要になることから、今後、連

携を深めて市民のスポーツ活動機会の充実を図っていく必要がある。 

[基本目標４]スポーツ交流の推進 

<基本施策１>スポーツツーリズムの推進 

【取組状況】 

・市外からも集客が見込めるスポーツイベントを開催した。 
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・市外の大学等のスポーツ部が市内で合宿する際の経費の一部を補助し、スポーツ合宿の促進

を図った。 

【評価】 

・指標としている「合宿促進補助金の交付団体数」は令和６年度 10 団体で、目標値までは達し

なかった。地域振興・地域活性化のため、引き続きスポーツを通じた交流人口の拡大を図って

いく必要がある。 

<基本施策２>スポーツ大会・イベントの誘致 

【取組状況】 

・令和４年度から市内で行われる東北規模以上のアマチュアの大会開催の経費の一部を補助す

る制度を創設することで、スポーツ大会の誘致を支援した。 

【評価】 

・指標としている「市内で開催される東北規模以上の競技大会及びトップリーグ等の競技大会

の参加者数（観客数含む）」は令和６年度 18,700 人で、目標値に達しなかった。地域振興・地

域活性化のため、引き続き各競技団体と連携し、スポーツを通じた交流人口拡大を図ってい

く必要がある。 

<基本施策３>スポーツ合宿の誘致 

【取組状況】 

・いわてスポーツコミッションが行う合宿相談会に参加し、大学等のスポーツ合宿の誘致に向

けたＰＲを実施した。 

【評価】※再掲 

・指標としている「合宿促進補助金の交付団体数」は令和６年度 10 団体で、目標値までは達し

なかった。地域振興・地域活性化のため、引き続きスポーツを通じた交流人口の拡大を図って

いく必要がある。 

[基本目標５]スポーツ施設の利用促進 

<基本施策１>スポーツ施設や設備の整備・充実 

【取組状況】 

・安全で安心してスポーツ活動ができるよう、必要に応じ既存施設の整備・改修を行った。 

【評価】 

・令和６年度の１人あたりの市スポーツ施設利用回数は６回となっており、目標値を達成して

いる。引き続き安全安心を最優先に計画的な改修を行っていく。 

<基本施策２>利用者のニーズに応じた管理運営 

【取組状況】 

・公共予約システムを活用し、施設利用の利便性の向上、利用の促進などに努めた。 

【評価】 

・概ね利用者のニーズに応じた管理運営がなされており、今後も引き続き適切な管理運営に努

めていく。 

<基本施策３>スポーツ施設の効率的な利用促進 

【取組状況】 

・市及び市体育協会ホームページを活用して、スポーツ教室や各種大会の情報を掲載し、スポ

ーツ情報発信に努めた。 

【評価】 

・概ね効率的な利用が図られており、今後も引き続き効率的な利用促進に努めていく。 

当日資料２


